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氏　　名　比内　理佑
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勤 務 先　株式会社　保商　
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弘前青年会議所内における経歴
2010年　入会
2011年　青少年委員会　委員長
　　　　青森ブロック協議会　アカデミー大学塾生
2012年　渉外委員会　副委員長
　　　　青森ブロック協議会　地域政策探求委員会委員
2013年　事務局長
　　　　青森ブロック協議会　前進ある社会確立委員会委員
2014年　ゆめ創造委員会　常任理事
2015年　財政局長
　　　　東北地区協議会　東北の夢実現委員会委員

2016年　専務理事
　　　　青森ブロック協議会　主権者意識向上委員会委員長
　　　　日本青年会議所　憲法意思確立委員会委員
2017年　愛郷委員会　常任理事
　　　　東北地区協議会　東北の未来創造委員会運営幹事
2018年　Youth Support委員会　副理事長
　　　　日本青年会議所日本アカデミー　アカデミー生
2019年　地域の絆連携委員会　常任理事
　　　　青森ブロック協議会アカデミー大学　塾長

プロフィールプロフィール

2020年度理事長候補者　決定

イイネ！

第68回全国大会富山大会 OB・現役交流会

　10月10日（木）から13日（日）の4日間、第68回全国大会富山
大会が開催され、秋元理事長と大藪常任理事が参加をして参り
ました。台風19号の影響で12日（土）のファンクションが中止
となりました。
　今回の日本列島を襲った台風19号の被害は甚大であり、今後
弘前JCとしてもできる限りの支援をしていきたいと思います。

　9月27日（金）、2019
年 度 弘 前 青 年 会 議 所
OB・現役交流会を開催
致しました。先輩方々か
ら現役当時の思いや先輩
からの貴重なご意見、熱
い想いをお話頂き、先輩
達との交流を深め、JC
活動のさらなる発展と意
識向上に繫がる交流の場
となりました。

多様性輝く　未来へ

当事者であれ

１．会員の拡大と資質向上
２．持続可能な地域社会の発展に向けた取り組み
３．未来を担う青少年の育成
４．組織の運営と改革
５．創立70周年へ向けて



地域連携事業

青少年育成事業

Cross.S

夢創造事業
子どもたちの

　9月16日（月・祝）にCross.S～音×食 
フェスティバル～を開催しました。
DEEP SQUADによる単独ライブを弘前
市民会館にて開催し、弘前公園市民広場
では地元で活躍するアーティストによる
音楽・ダンスのステージイベントや青森
県内の名産・郷土料理・推し料理など、
各地域の特色を出したフードブースを開
催しました。県内外から3,000人もの来
場があり弘前の魅力を多くの方々に発信
することができました。

　9月15日（日）に土手町で開催されたカルチュアロー
ドにて防災事業のブース出展を行いました。有事の際に
何を持ち出したらいいのかを考えるクイズや、（株）佐藤
長様に協力をいただいての防災グッズ販売も行いまし
た。ブースを見学してくれた方々の防災意識や知識の醸
成に繋がった非常に意味のある出展となりました。

【結果のご報告】
　8月4日（日）東京都墨田区
総合体育館にて行われた第
35回わんぱく相撲全国大
会、8月25日（日）東京葛飾
区奥戸総合スポーツセン
ターにて行われた第1回わん
ぱく相撲女子全国大会の結
果をご報告します。
　女子大会開催は、今年初の
試みでした！

第35回わんぱく相撲全国大会
４年生：三浦　惺侑君
　　　　ベスト16
５年生：田附　　昂君　
　　　　２回戦進出
６年生：マロー　高尚君
　　　　ベスト8入賞

第1回わんぱく相撲女子全国大会
５年生：川浪　鈴菜さん
　　　　ベスト8入賞
６年生：長谷川　心響さん
　　　　ベスト8入賞

　11月10日（日）
に、さくら野弘前
店文化ホールにて
子どもたちの夢創
造事業「ユメへの
第一歩プロジェク
ト～あなたの勇
気、応援します！
～」ユメトークを
開催致しました。
参加者が夢に向かって一歩踏み出せるように、夢の実
現方法を参加者と会員が一緒になって考えました。ユ
メトークで作成した夢の実現方法やロードマップは、

担当した会
員からの熱
いメッセー
ジを添えて
参加者が高
校３年生に
なった七夕
の日に再び
自宅に届け
られます。

活動報告

LOM ver.

防災減災事業

みうら　 せいゆう

たつき　　　　こう

まろー　　　こうしょう

かわなみ　　りんな

はせがわ　　　ここな

わんぱく相撲



〇まず、秋元理事長にお伺いします。
今年度も残すところあと２か月と
なりましたが、振り返ってみると、
どんな１年だったでしょうか？

（秋元）　2019年度は、特に人財育成
に重点を置きました。若い会員を中心
に、年間を通して「このままじゃダメ
だ」と感じてくれる会員が増えたよう
に思います。
　来年、再来年以降も、会員一人ひと
りが利他のココロをもって活動を続
けることで「人に思いを馳せる　真の
JAYCEE」になることができると思っ
ています。
〇年度当初と現在を比較した時、ご自
身の中で大きく変化したことはあ
りますか？

（秋元）　「弘前にだけいても、弘前の
ことはわからない」と考えをもつよう
になりました。
　青年会議所を１つのツールとして
捉えれば、日本全国、世界、様々なとこ
ろに人との出会いや学びがあり、一歩
一歩、進む機会がありそれを生かさな
いとと感じています。
〇続いて比内次年度理事長候補者に
お伺いします。すでに2020年度が
動き出していますが、次年度理事長
候補者として今、どのようなお気持
ちですか？

（比内）　率直に言いますと、時間が過
ぎるのが早く、ドキドキとワクワクが

止まらない状態です。
〇続いてお伺いします。基本理念を
「多様性輝く未来へ」とされていま
すが、どのような想いで決定された
のでしょうか。また、組閣を決める
にあたり拘った点はどこですか？

（比内）　基本理念に用いた“多様性”
は個人的にとても大事にしている言
葉です。弘前JCに入会して初めて委
員長を務めた時も、「子ども達に、色々
な候補の中から自分の進路を選んで
ほしい」という思いで青少年事業を構
築しました。これは私の仕事において
も同じで、幅広い選択肢があることは
良いことだと思っています。
　これから先、個性が大事にされる世
の中へどんどん変わっていきます。弘
前JCにも色々な人財が沢山おります
ので、2020年は一人ひとりの個性が
輝いてほしいという想いで基本理念
を決めました。また過去、現在、未来と
考えていましたが、未来に集中してシ
ンプルに作りました。
　組織を決めるにあたって拘った点
ですが、先ほどもお話したように、弘
前JCには色々な人財がおり成長の方
向性は皆さん違います。自分に足りな
いところを伸ばしたい人もいれば、反
対に自分の得意な部分を更に伸ばし
たいという人もいます。そういった点
を踏まえて、基本的に「この人にこう
いう風に伸びてほしい」というポジ

ションに配属をさせてもらいました。
　また青年会議所の理事という役職
は、できる人もいれば仕事柄難しい人
もいます。経営者以外の立場の方でも
理事を務められるよう、できる範囲の
中でポジションを作りました。「全部
できなくてもここだけならできる」と
いう人でも是非チャレンジしてほし
い、まずはチャレンジした上で成長で
きるポジションを準備するというこ
とに拘っています。
〇次に秋元理事長へお伺いします。今
年度理事長として過ごされた経験
の中から、「是非これは比内次年度
理事長候補者に伝えたい！」ことが
あれば教えて下さい。

（秋元）　色んな会合へ出席させてい
ただきましたが、青年会議所理事長の
席は上座になります。理事長職を預
かっているという意識、そして次年度
へ繋いでいく意識を強くもち、自分自
身、謙虚に務めてほしいと思います。
その為には我慢しなければならない
こともありますし、言いたくても言え
ないこともあります。そんな時は自分
が選んだ三役の理事を頼って、日々相
談をしながら1年間全うしてほしい
と思います。
　そして、成功しても失敗しても、青
年会議所の中で責任を取れるのは理
事長しかいないと、今年強く感じまし
た。今まで委員長・常任理事・副理事

2019年度
理事長

秋元　駿一

　
2020年度
理事長候補者
比内　理佑

理事長対談



理事長対談
長という立場で「成功した」「失敗し
た」と感じることが様々あったと思い
ますが、結果とすれば、最後にその全
ての責任を取るのが理事長です。将来
を担う若手のリーダーが集まるJC
で、その人達に向けて自分が出した決
断が正しかったのかは、自分としても
まだ分からない部分があります。しか
しそれもまた経験です。この経験が次
の成長へ繋がりますし、その成長を糧
に自身の学びを地域や会社、家庭に生
かしていけたら良いと思います。
　是非、理事長という役職に負けない
人になって下さい！
〇ではこれからはお二人に質問です。
弘前を舞台にしていつか実現させ
たい、またはずっと思い描いている
夢・事業はありますか？

（秋元）　私がJAYCEEとして目標に
しているのは、自ら地域の魅力を発信
できる人財を育てることです。型には
まらず、自分や地域のことをしっかり
理解して、周りを巻き込んでいく人財
を育てることが青年会議所としての
夢・目標だと思います。
　LOMを飛び出せば地域の為に頑
張っている方は沢山います。そういっ
た方達を巻き込みながら共に人財を
育て、成長した人がまた次世代の人財
を育成するという連鎖が起きれば、弘
前は元気であり続けると思います。
（比内）　私も同じ想いです。所信にも
書きましたが、自分で物事を推進する
人財が育てばその地域は良くなると
考えています。JCはひとづくり、まち
づくり、と言われていますが、まちづ
くりというのはそういった個人が
育った結果として成されるものだと
考えています。
　事業として言うのであれば、アップ
ルマラソンやカルチュアロードのよ
うに、私たち弘前JCが事業をスター
トさせた結果、弘前JCに関係なく「こ
れいい事業だな」と感じてくれた一般
の人達が引き継ぎ、地域に残っていく

事業があります。そういった地域に残
る事業を、１つでも２つでも、私たち
の手でできればいいなとよく考えて
います。
〇続いて伺います。他にはない、「弘前
らしさ」があふれるまちづくり、ひ
とづくりの為に我々青年ができる
ことは何だと思いますか？

（秋元）　まず「弘前らしさ」とは何で
しょうか。私は弘前は、女性のまちだ
と思っています。それは人口からも言
えますが、これまでの弘前を辿ってい
くと、やはり女性が活躍した歴史が多
くみられます。近々ですと、ステンド
グラスを作っている佐野ぬいさんや、
篤姫の題字を書いた書道家の菊池錦
子さんといった、多方面で活躍されて
いる女性が多くいらっしゃいます。女
性が活躍するまちだからこそ、弘前に
は喫茶店が多く、お茶や着物の文化が
根付いていると思っています。私はそ
こに、「弘前らしさ」があると感じてい
ます。
　また、弘前の人は控えめです。しか
しそれが弘前の良いところであり、内
に熱いものをきちんと秘めている人
が多いというのもこのまちの特徴な
のかなと思います。その内に秘めたも
のをいかに表に出してあげて、いかに
活かせるフィールドを作れるかが、私
たちJCの役割だと思っています。
（比内）　私たちが行うまちづくりは、
例えば建物や道路をつくるとか、そう
いった直接的・具体的なものではあ
りません。では、私たちに何ができる
のか。私は、青年会議所に入る人はな
んらかの影響力をもって行動したり、
なんらかの活動をしたりする人で
あってほしいと思っています。
　そして卒業後には色々な経験を通
して得たスキルや能力を地域で活か
し、様々なフィールドで頑張る人を増
やして、弘前のまちを活性化させてほ
しいと思っています。
　青年会議所以外の人を変える活動
もしていかなければなりませんし、そ
れと同じくらい私たち自身がスキル
アップしていく必要があります。だか
らこそ資質と品格の向上が必要だと
考えています。
〇お互いが思う、お互いの良いところ
を是非教えて下さい！

（秋元）　比内次年度の良いところは、
熱さをあまり前に出さず淡々と物事
をこなしつつも、実は情に熱いところ
ですね。不器用ではなく、良い意味で
「下手くそ」ですね（笑）

（比内）　確かに器用ではないですね
（笑）
　秋元理事長の良いところは、自分か
ら積極的に色々な物事に関わって
いった結果、いつの間にか人を巻き込
んでいるところです。人付き合いに関
しても、色々な方と良い関係を築ける
コミュニケーション能力や包容力が
素晴らしいと思います。
〇比内次年度理事長候補者から、2020
年度委員長へ激励の言葉をお願い
します！
　どんどんチャレンジして壁にぶつ
かって、乗り越えたり砕けたりしな
がら成長してほしいと思います。時
に後ろ向きになったとしても、とに
かく前に進んでみて下さい。終わっ
た後に自分の成長が分かります。楽
しんで下さい！ 
〇それでは最後に、お二人から会員へ
メッセージをお願いします！

（秋元）　青年会議所に入会している
時だけ、少し無理をした方が良いで
す。家庭を放棄してまでとは言いませ
ん。少し無理をして、色々な人と出会
い色々な人と付き合った方が良いと
思います。それが5年10年という月日
を経て、皆さんの一生の宝になりま
す。このことは今、私自身が感じていま
す。お金も時間もかかりますが、是非
やりましょう。行動こそすべてです。
（比内）　私からの想いはスローガン
である「当事者たれ」に込めたつもり
です。他人事ではなく、自分の立ち位
置で感じて動いてほしいと思います。
委員長が頑張っているから手伝って
あげよう、でも良いです。当事者とし
て行動する1年になれば、必ず自分に
とってのメリットになります。2020
年が一人でも多くの会員の、少しでも
大きな成長・変化につながる契機に
なればと思っています。
　自分が変わろうと思う時が、一番変
われる時です。是非、会員一人ひとり
の皆さんが、当事者であって下さい！



東北青年フォーラムin能代 活動報告

　9月9日（月）に弘前消
防署にて9月例会を開催
しました。例会前の庁舎
見学では実際に消防車が
出動する様子を見学し、
はしご車体験では30ｍ
の高さを実体験しまし
た。メインタイムでは火
災現場での実話などの講
演を頂き、緊急時の判断
と正しい知識を深める事
ができました。

本年、東北ゼミナール委員会副委員長として運営会議や各講座に
参加させて頂くなかで、本当に多くの気づきと学びを得て、自分でも自覚でき
る成長の機会を得ることができました。そして何よりも、東北各地の素晴らしい
会員達と出会い語り合えた事が大きな財産になったと感じております。今後は

この機会で得た学びをLOMにしっかりと還元して参る所存です。

2019年度、東北ゼミナール委員会
へ幹事として出向しました。優秀なゼミ生が集
結し、地域を牽引する覚悟と胆識を兼ね備えた圧倒
的な人材を目指す各講座の設えは補助とはいえ充実
した活動でした。LOMの応援もありがとうござ

いました。感謝の気持ちでいっぱいです。

東北ゼミナール生と
して出向し、地域を牽引する覚

悟と胆識を兼ね備えた人材となるべ
く、東北地区77LOMの仲間と共に学
んで参りました。閉講式では修了証
と、全ての講座に出席した皆勤賞に
加え、幸いにも優秀賞を受賞す
ることが出来ました。

太田ゼミ長

企画中期から新人例会に携わってきましたが、
打合せも何回もあり色々な意見がリハーサルも回数を重ね
ていくと色々な意見が出て来て、なかなか上手くまとまらな
く大変でしたが、例会を実施して皆の笑顔や笑い声を聞い
てこの企画に携わって良かったと感じました。

新人例会の実行に向けて委員会での議論を重
ね、メンバー同士の結束も強くなったと感じました。ま
た、2019年度卒業を迎えるメンバーにとってはJC生活最後
の例会でありましたが、実行委員の「思い出に残る例会にし
たい」というメンバーの「思い」をひとつの形にできた

ことを大変嬉しく思っています。

何もないところから企画していく中でまず、
意義目的の大切さを学びました。目的がぶれるとすべて
がぶれてしまう事に気づかされ、試行錯誤を繰り返しなが
ら皆で知恵を出し合い、何度も現場視察をしてカタチを作り
上げることができました。また、仲間と協力することの大切
さを学びました。皆で協力し準備を進められたことで例会
ができたと思います。今後も様々なことにチャレンジ
し、学びを得ていきたいと思います。

まず、ご協力頂いた皆様に感謝申し上げます。この運営に携わり今後一緒に地域を盛り上げていく仲間ができ、今後の弘前JCの基
盤づくりになったと思います。考え気づき行動する、企画を共有出来る仲間と輪を広げ（形）にする、そんなヒントを得ました。打合せ
では様々な意見があり、どうやって当日まで間に合わせるか、薄く見えていた事が濃くなっていく事の繋がりを感じた時間でした。
本業とは違う打合せ、仕事では味わえない事、JC運動の中で今しか出来ない経験を出来た事に感謝です。ありがとうございました。

小山田ゼミ生

成田幹事

　10月5日（土）市民会館
大会議室にて、公益社団
法人日本青年会議所より
大阿久友伸ヘッドトレー
ナーをお招きし、JCプ
ログラム「スピーチ」を
受講しました。終始和や
かな雰囲気の中、会員た
ちは自身の課題と向き合
いながら実践的に学びを
深め、それぞれのペース
で自分の意志を相手に伝
える力、魅力を発信する
力を習得しました。

　11月7日（木）に、
宮川交流センターに
て11月例会「JCウル
トラ運動会」を開催
しました。当例会は
第3回新人研修を兼ね
ており、新人会員が
議案作成、企画・運
営全てを担当しまし
た。それぞれが自分
の役割に徹しながら
も、協力し合い例会
を盛り上げました。
卒業生にとっても思
い出に残る例会とな
りました。

8月中旬から例会当日まで準備や打合せを行ってきまし
た。これまでを通して学んだことを教えて下さい。

９月例会　災害時リーダーとしての判断と行動 10月例会　伝達力のスキルアップ！

11月新人例会「JCウルトラ運動会」＆新人インタビュー
Q

　９月６日（金）～８日（日）
に、東北青年フォーラムin能
代が開催されました。７日の
メインフォーラムでは、元プ
ロ野球選手・監督の落合博満
氏を講師にお招きし、「未来
を切り開くチカラ」をテーマとした講演及び、地元高校生を交えたクロ
ストークを行いました。予定時間を大幅に超過するほどの盛況となり、
ご参加頂いた皆様にとって大変実りのある機会となりました。８日のゼ
ミナール委員会閉講式では、小山田副理事長が優秀賞を獲得するなど、
各ゼミ生達の一年間の活動を総括する場となりました。
　大懇親会では県
対抗のバスケット
ゲームが行われ、当
LOMでは三國監事
が代表として出場
し、白熱した試合に
会員一同大いに盛り
上がりました！

鎌田祥吾君

小田桐正和君

成田智崇君

三上祐介君



第4回LOM対抗合同ゴルフコンペ

櫛引　英揮君

葛西　紘一君
（株）かさい
趣味特技…音楽鑑賞、キャンプ

か さい　　こういち

やまうち　　なお み ふくい　　ひろゆき ふくしま　　えいいち

くしびき　　ひで き や ぎ はし　なお こ まえ だ　　　かん じ

二〇一九年度卒業生より一言

　10月27日（日）にびわ
の平ゴルフ倶楽部にて青
森JCとの対抗ゴルフコ
ンペを開催しました。肌
寒い中でのプレイでした
が、現役、OB共に日頃
の練習の成果を発揮し、

今年度も弘前JCが勝利となりました。優勝は小野貴志
先輩でした。（OUT44,IN42,TOTAL86）

YEG・弘前JC交流ゴルフコンペ
　11月4日（月・祝）に津軽カ
ントリークラブ百沢コースに
てYEGとの交流ゴルフコンペ
を開催しました。以前にも
YEGとのゴルフコンペは開催
されていましたが、久しぶり

の開催であり、現役、OB共に新しい交流を育むことのでき
た非常に良い機会となりました。結果は弘前JCの勝利、優
勝は三上富裕先輩でした。（OUT44,IN49,TOTAL93）

私は青年会議所に心から感謝しております。JC活動
に懸命に取り組む事により、失うもの以上に得るも
のが沢山ありました。広い世界、日本青森弘前の地
で皆様と出会えて本当に良かったです。ありがとう
ございました！

前田　完治君
多くの仲間ができて、支えられた6年半でした。
現役の皆さんにおきましては、ぜひぜひJCをうまく
活用し、自分の器から溢れ出る経験をして、40歳ま
での時間を有意義に過ごしてもらえると嬉しかった
りします。
卒業しても、一緒に遊んでくださいね！

山内　尚美君
もう11年。役職を務める仲間は年下になり、僕は髪
の毛が薄くなりました。
高校球児が年下になった大学生の時。日本代表が年
下になった社会人の時。
老いて誇れるもののひとつは人脈です。
皆さん、知恵・知識・胆識を備えて、圧倒的な人脈
で大いに活躍を!

福島　英一君
出席はあまりできませんでしたが、大変素晴らしい
会で過ごす事ができ大変光栄でした。
私が後輩の皆様にお伝えできる事は何もございませ
んが、どうしてもという事でひとつだけお話し致し
ます。「挑戦あれ」という事です。肉体的にも精神的
にも充実している今の若いうちにいっぱい失敗して
端を掻き角を取って丸くなってください。
これまでありがとうございました。

福井　啓之君
13年間のJC生活とても楽しく過ごす事が出来まし
た。JCに入ったからこそ出来た経験もたくさんあり
ます。
「逃げる比内、えへる吉川、泣く秋元」
特に印象に残ったシーンです（笑）
これからも義理と人情を大切にJC活動に励んでくだ
さい。

八木橋　直子君
やっとの思いで入会したJCもあっという間に卒業で
す。もっと早く入会し、妥協しない熱い毎日を過ご
したかった。皆さんはこれからのJCや子供たちの将
来を語り合い、殴り合うまで熱い人間になって下さ
い。

●●●●●●新入会員紹介 2020年度会員大募集中!!
あなたの成長が
地域の発展につながります

お問合わせは
公益社団法人
弘前青年会議所
TEL 0172-34-4458まで！


